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令 和 ４ 年 ２ 月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ３月７日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 新型コロナウイルス感染症の感染防止と日常生活の両立に 知 事

ついて

感染防止と日常生活の両立のために、どのように取り組

んでいるのか。また、県民や事業者に対してどのように働

（１５番） きかけているのか。

大国 正博

(公明党) ２ デジタル化の推進について 知 事

【一括質問】

（１）強靱な社会経済構造の一環として、マイナンバーカード

・マイナンバーを基盤としたデジタル社会の構築を進める

ために、どのようにマイナンバーカードの普及促進に取り

組んでいくのか。

（２）地域住民が安心してより良い医療を受けられるようにす

ることや、命を守り、より安心で効率的な救急搬送を実現

するためには、医療分野でのデジタル技術の活用が重要と

考えるが、今後どのように取り組んでいくのか。

（３）デジタル化を進める上で、セキュリティ対策が最も必要

であると考えるが、どのように取り組むのか。

３ 「誰も孤立させない、ひとりぼっちをつくらない」ための 知 事

包括的な支援体制の整備について

無戸籍者やその他の様々な問題に苦しむ県民を含め、

「困っている人を誰一人排除せず助ける」ためにどのよう

に取り組んでいくのか。また、市町村との連携の下、どの

ように相談体制の整備や人材育成に取り組むのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１５番） ４ 不妊・不育症への支援について 知 事

大国 正博

(公明党) 少子化が進む本県においても、不妊治療を行う人々が今

後も安心して治療できるよう支援していく必要があると考

えるが、県としてどのように取り組んでいくのか。また、

妊娠したのに流産や死産を繰り返す不育症に悩む方々への

支援についても合わせて伺いたい。

５ 中町「道の駅」について 知 事

令和５年度供用開始を目指している中町「道の駅」は、

地方創生を加速する拠点や災害時の活動拠点としての役割

が期待されているが、どのような「道の駅」にしようとし

ているのか。

６ 近鉄大和西大寺駅及び平城宮跡周辺の踏切道改良対策につ 知 事

いて

近鉄大和西大寺駅の高架化と近鉄奈良線の移設の実現に

向け、今後どのように進めていくのか。

７ 鉄道駅バリアフリー化の推進について 知 事

県内の鉄道駅の段差解消や、視覚障がい者への安全対策

といったバリアフリー化をより一層進めることが重要と考

えるが、県としてどのように取り組んでいくのか。

８ 通学通園路の安全対策について 教 育 長

通学通園路の点検結果を踏まえた対策や「ゾーン30プラ

ス」の推進など、通学通園路の安全対策をさらに充実させ

る必要があると考えるがどうか。また、通学通園路のデジ

タルマップを活用し、どのような取組を進めようとしてい

るのか。
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令 和 ４ 年 ２ 月 定 例 会

一 般 質 問 通 告 書 一 覧 （ ３月７日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 京奈和自動車道大和北道路及び奈良インターチェンジ周辺 知 事

の道路整備について

京奈和自動車道大和北道路の郡山下ツ道ジャンクション

から（仮称）奈良インターチェンジまでの区間、及び（仮

称）奈良インターチェンジ周辺の道路である都市計画道路

（ ５番） 西九条佐保線と大安寺柏木線の整備について、今後の見通

疋田 進一 しを伺いたい。

(無所属)

【一括質問】 ２ 紀伊半島アンカールートの整備について 【 要 望 】

３ 歩行空間の整備について 県土マネジメント

部 長

日常生活の安全・安心の観点から、歩行空間の整備をよ

り一層進める必要があると考えるが、現在の取組状況と今

後どのように取り組まれるのか伺いたい。

４ デジタル化の推進について 知 事

（１）行政のデジタル化を進めるためには、市町村との連携・

協働、すなわちデジタル化における奈良モデルの取組が重

要であると考えるがどうか。

（２）デジタル化を推進することによって、働く「場」として

の県庁における働き方改革をどのように進めていくのか、

現状を踏まえた今後の取組について知事の所見を伺いた

い。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ５番） ５ オンライン教育の推進について 教 育 長

疋田 進一

(無所属) オンライン教育の推進や教員の負担軽減など様々な観点

から、県教育委員会が優れた授業動画や教材を作成・収集

し、県域で広く活用できるようにすることが有効であると

考えるが、今後どのように取り組んでいこうとしているの

か。

６ 学校現場における教員の負担軽減について 教 育 長

県内小学校・中学校におけるスクール・サポート・スタ

ッフの配置状況について伺いたい。また、市町村によって

は、必要な人員が確保できていないと聞くが、県としてど

のような取組を行っているのか。

７ こども食堂の普及について こども・女性局長

県は、こども食堂の普及に関する課題をどのように捉

え、全小学校区への設置に向けて、どのように取り組もう

としているのか。

８ 近鉄奈良駅前周辺の整備について 【 要 望 】

１ 大和川の特定都市河川指定について 知 事

大和川流域が特定都市河川に指定されたことを受け、県

としてどのように流域治水に取り組んでいくのか。

（ １番） ２ 新型コロナウイルス感染症対策について 医療政策局長

小村 尚己

(自由民主党) 県内病院の新型コロナ対応病床の稼働率が７割程度とな

【一括質問】 っており、病床のひっ迫状況が続いているが、比較的稼働

率に余裕のある宿泊療養施設を上手く活用することで、病

床のひっ迫を回避することはできないのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ １番） ３ 新規就農者への支援について 食と農の振興

小村 尚己 部 長

(自由民主党) 本県の農業従事者数が減少しているなか、農業への人材

の一層の呼び込みと定着を図ることは喫緊の課題と考える

が、県としてどのように取り組んでいくのか。

４ 子どもの学力の育成について 教 育 長

令和３年度の「全国学力・学習状況調査」の結果を踏ま

え、子どもの学力を育成するため、今後、県教育委員会で

は、どのように取り組んでいくのか。

５ コロナ禍における受験機会の確保について

（１）公立高校の入学試験において、新型コロナウイルスに感 教 育 長

染した生徒や濃厚接触者となった生徒の受験機会をしっか

りと確保することが重要と考えるが、県教育委員会はどの

ように対応しているのか。

（２）奈良県職員採用試験において、受験勉強を重ねてきた受 人事委員会

験者が新型コロナウイルスの感染や濃厚接触者への認定な 委 員 長

どにより、受験機会が失われることがないよう、対策を講

じるべきと考えるがどうか。


